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研究成果の概要（和文）：本研究では、「アラブの春」後の変革期における中東地域の若者男女の教育・労働、
そして再生産領域におけるジェンダー関係の解明を行った。この研究の最大の成果は『イスラーム世界のジェン
ダー秩序』（明石書店、2014年）で公開している。本書では、エジプト、チュニジア、モロッコ、バハレーン、
サウディアラビアについて、「アラブの春」に際する女性の社会運動への参加とそれらが政策決定に与えた影
響、「革命」の場におけるレイプ事件などの性暴力の状況を精査した。また「アラブの春」後の状況は、政変を
経験した国とそうでない国で大きく異なった。このため湾岸アラブ諸国については、女性の消費と起業活動につ
いて調査した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated education, employment and gender roles in the 
private spheres in the aftermath of the "Arab Spring". A part of this study is published as a single
 authored book, "Gender Order in the Muslim World" (Akashi-Shoten, 2014, written in Japanese). This 
book clarifies histories of feminist movements, trajectories of social movements at the "Arab 
Spring" and women's involvement into it, as well as sexual violence against women during the 
revolution. 
The latter part of this research period is devoted to two sub-themes, due to unexpected 
sociopolitical changes in the Middle East. In the Gulf Arab States, women's consumption and business
 activities became more and more visible, through which women exercise their agency by accommodating
 existing social structure. The study also explored Syrian refugee women's agencies exercised by way
 of expressing themselves at the the theatre play.

研究分野：中東地域の比較ジェンダー論
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１．研究開始当初の背景 
 
「アラブの春」については、当初、指導者の
退陣と勢力バランスの変化、民主化運動など
の視点からさかんに議論された。申請者自身
も、サウジアラビアおよび湾岸諸国を地域秩
序のなかに位置づけて情勢変動を検討する
作業を行った（たとえば土屋一樹編、辻上奈
美江他、アジア経済研究所、中東地域秩序の
行方、2013、131-142）。だが、人びとの生活
に着目してジェンダーの視点から切り込む
研究には一定の時間をかけて経過観察する
必要であった。研究開始当時、「アラブの春」
における抗議行動と政変をジェンダーの視
点から切り込む研究に Winegar, Jessica. 
2012. The Privilege of Revolution: Gender, 
Class, Space, and Affect in Egypt. 
American Ethnologist, Vol. 39, No. 1, pp. 
67-70. お よ び Abu-Lughod, Lila. 2012. 
Living the “Revolution” in an Egyptian 
Village: Moral Action in A National Space. 
American Ethnologist, Vol. 39, No. 1, pp. 
21-25.などがあったが、世界の中東研究をリ
ードする北米中東学会(MESA)の２０１３年
大会に参加し、この領域の研究が今後ますま
す必要となることを痛感した。 
 研究開始当時には、従来の研究では十分に
扱えなかったテーマも残されていた。それは
「アラブの春」を機に中長期的変革期を迎え
た中東地域において、抗議行動の初期の中心
的アクターでもあった若年層男女の教育、労
働状況がどう変化しているのか、そしてその
ことは私的領域（ここでは労働によって代表
される生産領域と対比的に再生産領域と呼
ぶ）にいかなる変化を与えているのかという
テーマである。 
 研究開始時、「アラブの春」が経済や産業
構造にもたらす中長期的影響が無視できな
いレベルに達しようとしていた。これまで観
光業に依存してきたチュニジアやエジプト
では、革命後の政情不安のために観光業が打
撃を受けていた。湾岸産油国では、オイルブ
ーム期以降の外国人労働者への依存が慢性
化し、他方で高い出生率を維持してきたため
人口が急速に成長し、若者が職に就けない問
題が浮上していた。これらの経済・社会問題
を踏まえ、本研究では、産油国と非産油国の
若者の労働の動向と再生産領域における男
女間の権力関係を探ることに主眼を置くこ
ととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「アラブの春」を機に変革期を
迎えた中東地域において、若者男女の労働状
況がどう変化したのか、またそれにともなっ
て再生産領域におけるジェンダー関係がど
のような影響を受けたのかについて多角的
に考察することを目的としていた。 
 産油国・非産油国はそれぞれに異なる社会
経済状況に直面していたものの、いずれも家

父長制的特徴が顕著ではあるが、同時に男性
の失業によってマスキュリニティが危機に
晒される点で共通しているように考えられ
た。これとは対照的に、女性の教育レベルは
各国で向上し、労働参加を希望する女性は増
加している。湾岸諸国では、女性の高等教育
進学者が男性を上回る現象が起きており、ま
た労働市場では政府主導でエリート女性を
政府の主要ポストに配置する「分節化された
フ ェ ミ ニ ズ ム 」 (Willoughby, John. 
“Segmented Feminization and the Decline 
of Neopatriarchy in GCC Countries of the 
Persian Gulf,” Comparative Studies of 
South Asia, Africa and the Middle East. 28 
(1), 2008. pp. 184-199.)が起きていた。 
 男性の失業や女性の労働参加を通じて、ジ
ェンダー関係は次第に変化すると考えられ
る。しかしながら、これまでに申請者が実施
した現地調査では、チュニジアのような比較
的に法的ジェンダー平等が実現してきた国
においてすら、女性が家事を負担している構
図に変化はないことが明らかになっている。
家事労働者の雇用が一般的な湾岸諸国でも、
家事や育児は妻や母親が担うべき役割とさ
れている。「アラブの春」によって、女性は
抗議行動で要求を表明する存在として新た
に認識されたが、他方で社会経済構造の変化
によって女性は仕事と家事との二重の負担
を負うようになるのだろうか。また、サウジ
アラビアでは子どもや老人のケアは外国人
労働者に外部化される「ケアの家内外注」が
一般的であったが、女性の労働参加と女性政
策立案者の誕生によって、保育園や幼稚園設
置にむけた議論が進められている。今後、ケ
アの家庭外での外注が進展すれば、中東地域
の家族の形態はどのように変化するのだろ
うか。マイケル・ダグラスが「グローバル・
ハウスホールディング」と呼んだ、再生産領
域こそグローバル化にもっとも晒されやす
いという議論との関連からも、中東地域の再
生産領域について詳しく調べる必要がある
と思われた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は当初、中東地域の産油国および非
産油国について、１）若年層男女の労働／失
業、人材育成に関する基本的状況の整理と解
明、２）再生産領域における男女の権力関係
の解明、３）ケアの外部化状況とケアテイカ
ーとしての女性の役割の解明の三つの相互
に関連するサブテーマによって構成されて
いた。いずれも文献調査および現地調査によ
ってデータを収集することを予定していた。
これらを明らかにするために研究期間の前
半では、エジプト、チュニジア、モロッコ、
サウジアラビア、バハレーンにおける女性に
よる社会運動の歴史、「アラブの春」におけ
る女性の抗議行動への参加状況を整理して
単著（図書⑧）としてまとめた。 
 だが、研究期間中に、シリアのように政治



社会および治安情勢の不安定化に歯止めが
かからなくなった事例も出てきた。そこで、
研究期間後半では、シリアのような女性を含
む人びとの国内外への移動が起きた国と湾
岸産油国とを切り分けて調査研究を進めた。
具体的には、シリアについては IS における
女性の理想像を探る研究（図書⑤）や、国外
への避難を余儀なくされた女性たちの演劇
を通じたエイジェンシーの発見（図書②）を
おこなった。また、湾岸諸国では、女性の消
費行動、起業活動および家計負担について現
地調査を中心に調査研究した。 
 
４．研究成果 
 本研究の主眼は、社会的弱者として見なさ
れがちな中東地域の女性のエイジェンシー
を見出すことにある。本研究期間の前半には、
中東諸国における女性による社会運動の歴
史、「アラブの春」における女性の抗議行動
への参加状況とそれらが政策決定に与えた
影響、そして「革命」の場におけるレイプ事
件などの性暴力の状況を精査し、整理して単
著として出版した（図書⑧）。同書は代表者
が勤務する東京大学をはじめとする複数の
大学において学部レベルの授業用教材とし
て使用されている。 
 研究期間後半には、湾岸諸国の再生産領域
におけるジェンダー関係を精査するために
は、女性の教育・労働、政治参加に加えて、
消費動向や女性の起業活動について調査す
ることが有効であることに気づいた。そこで、
雑誌論文①、②、③などを公開し、消費と起
業から女性のエンパワーメント、ひいてはジ
ェンダー関係の再編の可能性を見つめ直す
作業を行った。この研究を通じて、公共領域
における男女平等を過大評価するリベラ
ル・フェミニズム的発想から脱却するための
重要な一歩を踏み出すことができた。また、
女性たちが表向きの家父長制を維持しつつ
も、無視できない消費アクターへと成長した
ことによって、結果的に再生産領域のみなら
ず生産領域への進出も盛んになっているこ
とが明らかになった。 
 また、同研究期間中、シリアやイラクでは
IS の出現や大規模な難民発生を経験するこ
ととなった。本研究では、図書②や図書⑤を
発表して、政治社会情勢の危機に直面した女
性たちのエイジェンシーに着目した。 
 中東地域の政治社会経済情勢は「アラブの
春」以前から多様であったが、同研究期間中
の情勢変動のために、単純に国家間比較する
ことが極めて困難となった。本研究成果を、
このように切り分けて発表しなければなら
なかったことも、このような状況を如実に示
していると言うことができる。 
 これらの研究は、湾岸諸国の女性の消費・
起業に関しては 2017 年度より基盤研究 C と
して、シリア難民女性については 2017 年度
より新学術領域研究の公募研究として継
続・発展させる予定である。 
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